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CSレター
コミュニティ・スクールからこんにちは

屋
部
の
隊
力
協
し
こ
お
域
地

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

お
く
や
み

（敬称略）

（
７
月
31
日
現
在
）

人
の
動
き

■
人
口　

５
，８
１
６
人（
５
人
減
）

　

●
男　

２
，７
４
５
人（
１
人
減
）

　

●
女　

３
，０
７
１
人（
４
人
減
）

■
異
動
内
訳

　

●
出
生 

１
人

　

●
死
亡 

７
人

　

●
転
入 

７
人

　

●
転
出 

６
人

■
世
帯
数

　
　
　
２
，８
７
９
世
帯（
１
世
帯
減
）

（
　
）
の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。

　

こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。

 

（
外
国
人
を
含
む
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
木
村
ま
ゆ
み

で
す
。

　

夏
休
み
が
明
け
、
少
し
ず
つ
朝
晩
の

風
に
秋
の
気
配
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
夏
の
疲
れ
が
出
や
す
い
時
期

で
す
の
で
、
皆
様
ど
う
ぞ
お
体
を
大
切

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ね
。

　

さ
て
、
町
内
で
は
今
年
も
無
事
に
カ

ミ
ツ
レ
（
カ
モ
ミ
ー
ル
）
の
収
穫
が
終

わ
り
、
今
年
採
れ
た
花
を
使
っ
た
お
茶

や
の
ど
飴
が
店
頭
に
並
び
始
め
て
い
ま

す
。
カ
ミ
ツ
レ
の
や
さ
し
い
香
り
と
爽

や
か
な
味
わ
い
は
、
ホ
ッ
と
一
息
つ
き

た
い
と
き
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
と
き

に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
。
見
か
け
た
際
は
、

ぜ
ひ
一
度
手
に
取
っ
て
試
し
て
い
た
だ

け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
来
期
に
向
け
て
「
カ
ミ
ツ
レ

を
栽
培
し
て
み
た
い
」
と
い
う
方
を
、

限
定
数
で
は
あ
り
ま
す
が
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
「
ハ
ー
ブ
作
り
に
興
味
が
あ

る
」
「
休
耕
田
を
活
用
し
て
み
た
い
」

な
ど
、
少
し
で
も
関
心
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
農
林
水
産
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
私
は
、
こ
の
八
峰
町
産
の
カ
ミ

ツ
レ
を
使
っ
た
新
た
な
商
品
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
秋
に
は
「
キ
キ
ョ
ウ
の
根
」
の
収
穫

期
も
迎
え
ま
す
。
町
内
の
豊
か
な
ハ
ー

ブ
や
生
薬
の
魅
力
を
生
か
し
、
「
こ
ん

な
商
品
を
作
っ
て
み
た
い
」
「
地
域
素

材
を
使
っ
た
商
品
開
発
に
挑
戦
し
た

い
」
と
い
う
事
業
者
様
や
町
民
の
皆
様

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一

緒
に
形
に
し
て
い
く
お
手
伝
い
（
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
）
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
活
動
の
様
子
や
生
薬
・
ハ
ー

ブ
の
最
新
情
報
な
ど
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
で
も

随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ

ー
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い

ね
！

　

ま
だ
ま
だ
寒
暖
差
の
あ
る
日
が
続
き

ま
す
が
、
温
か
い
カ
ミ
ツ
レ
テ
ィ
ー
な

ど
で
体
を
休
め
な
が
ら
、
素
敵
な
秋
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

第108回

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈

藤
嶋　
昌
英
（
横
内
）

亡
父　
哲　
夫

 

鈴
木　
将
光
（
岩
館
第
２
）

　
　
　
　
　
亡
父 

博　
光

 　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

７月

地域のために　力を合わせて！
　今や、わが八峰町の夏の風物詩としてすっかり定着
した花火大会。今年も８月11日の「山の日」に行われ
ました。会場の中浜海岸には町内外から数多くの観客
が集い、夏の夜のひとときを堪能しました。この花火
大会は、実行委員会の皆さんが中心となって企画や運
営に携わっていますが、他にも数多くの支援者や協力
してくださる方々が縁の下の力持ちとなってこのイベ
ントを支えてくださっています。実は町内の小・中学
生の皆さんも一役買っていることをご存じですか。
　今年は７月６日（月）の午後に八森小、峰浜小の
５・６年生と八峰中の１年生が中浜海岸に集まり、浜
辺に打ち寄せられていたゴミを拾い集めました。当日
は縦割りのグループを編成し、中学生がリーダーとな
って、お互いに声をかけ合いながら約１時間の活動を
行いました。暑い中でしたがみんな一生懸命がんばり
ました。清掃活動に入る前、子どもたちからは「花火
に来たお客さんに、ゴミのないきれいな場所で、気持
ちよく花火を楽しんでもらえるように、みんなで協力
してがんばりたい」との決意が述べられました。さす
がです！

　さて、「地域に貢献する八峰中生」のスローガンに
代表されるように、八峰の子どもたちは、地域のため
に何か自分たちでできることをがんばろうという意識
を大事にしています。何とも心強いことですね。ただ
残念なことに、この夏休み中は、例年、各地区の子ど
も会ごとに計画して行われる奉仕活動が、クマ出没に
伴う危険回避のため中止にせざるを得なくなりました。
それでも「地域を元気にするために、自分たちから明
るく元気なあいさつをする」など、一人でもできるこ
とはきっとあるはずです。〝大好きなふるさと八峰の
ために〟という子どもたちのこの気持ちに、私たち大
人も一緒に寄り添いながら、これからも力強く支えて
いきましょう。

（文責・ＣＳＤ工藤克弥）

大　

高　

笑　

茉
（
駅 

前
）

　

【
聖
也
・
奈
美　

長
女
】

茂　

内　

幸　

美
（
56
）
茂　

浦

菊　

地　
　
　

晃
（
90
）
滝
の
間

庄　

内　

ユ　

ミ
（
91
）
八
森
３

須　

藤　

ヱ　

イ
（
101
）
八
森
３

成　

田　

健　

嗣
（
91
）
滝
の
間

こ
ん
に
ち
は
　
赤
ち
ゃ
ん

ま

え

梨、ぶどう

情報旬旬今月の
9/13㈰
秋の大感謝祭
9/13㈰
秋の大感謝祭

イベント

秋の果物で
残暑をのりきろう!!


